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概要

本学における 「看護研究」の現状を，学生の関心分野を一つの視点として分析し，今後の方向を見い出したいと

考え， 「看護研究発表会集録」を基に調査した。

その結果，自分たちの教育や生活への関心は高く ，研究テーマを学生に選ばせるようにした 4年前から看護を取

り巻く医療や社会へも目が向けられるようになっていることが分かった。これらの事から，看護学総論の教科目を

体系的に整理して 「看談研究」の目的と位個づけを明確にするこ と，「受け持ち患者ケースレポート」との関連を

考えた「看護研究」の効果的な指碍方法を検討する必要があるなどの結論を得た。

はじめに

看護学を確立するためには，看護に関する問

題を追求し，一つの理論と して体系化していく

看護研究は重要である。

本学では，臨床実習の中で「受け持ち患者ケ

ースレボート 」を個人でまとめる ことを課題に

しているが，それと は別に看護研究として数人

のグ）レープでテーマを選定 し，まとめて学内で

発表会を してきて 6年になる。

看護研究では，教育や生活の場そ して看護を

取り巻く社会の問題に気付き ，追求していく態

度を養う ことを一つの目標に している。

今回，本学における看護研究の現状を分析 し，

今後の方向を明らかにしたい，と考えて 6回の

「看護研究発表会集録」を基に調査したので報

告する。

1 調査対象と方法

(1)調査対象：第 1回 （昭和55年 ）から第6回

（昭和60年 ）までの「看護研究発表会集録」 に

ある論文152題について。論文は， 原則と して

グループ研究で第 1回と 2回は症例研究，3回

から 6回は研究の種類は自由である。

(2)調査方法 ：表題 ・研究の種類 ・研究対象と

場所を調査する。
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① 論文の表題は，「看護関係雑誌文献目録」

の件名標目 （見出し語 ）一覧に基づいて分類し，

併せて研究の種類別でも分類した。

② 症例研究 (1群 ）と 調査研究，実験研究，

文献研究 (2群 ）に分け，1群は患者の疾患と

年齢と健康の段階について 2群は研究対象と場

所について比較検討した。

2 結果

方法①によ って分類すると，表 lのようにな

る。件名標目の大項目から表題数の多いものを

みると， 1看護教育と成人看護 ・成人保健の20

題 (14%）が同数で，2小児看護 ・小児保健17

題 (11%), 3看護技術16超 (11%), 4リハ

ビリテーシ ョン看護14題 (9%）と続いている。

さらに細項目をみると ，看護教育では， 1）一般

に含まれるもの14題で，（1）健康に関するもの 6

題， （2）職業観に関するもの4題，（3）寮 ・学生生

活に関する もの2題，（4）読書 2題であ る。 それ

ぞれの表題をみると(1)ー①本学看護科学生の健

康に対する認識②食生活が影鞄する場合の貧血

資料 1 件名標目（見出し語）一党

ー大 項目一

1 看護（概論 ・一般 ，含 ：呑 29 救急医療と呑蔑

殴哲学） 30 手術室石護 ・術前術後の石

2 石殺（その他） 渡
3 t廿界各困の石護事佑 31 リハピリテーシコン石股

4 届護史 ・呑救職の伝記 32 臨床検資と呑殺

5 ナイチンゲール 33 人工透析と石護

6 看蔑倫理 34 栄迂学 ・食事療法と石淡

7 石護心理 （含 ：乳幼児栄荏）

8 死と石護（含 ：ホスヒ ス゚ ・ 35 成人呑護 ・成人保健

ケア ） 36 小児石股・ 小児保健

9 専門眠としての看護 37 母性行護 ・母性保健 ・母子

JO 看護業務 保健

II 看護計画 38 老人呑護 ・老人ケア ・老人

12 看護記録 保健

l3 看護評価 39 精神科看護

l4 看殴管理 40 身体即害 ・心身即害と石護
l5 看護労働 41 継続看設 ・訪問行護（含 ：

l6 看護制度（ 含 ：基準石護） ホームケア）

17 看設研究 42 プラ イマリー ・ヘルス・ケ

18 看護教育 ア，プライマリー ・ケア

19 日本石護協会 43 公衆衛生看護（地域石設）

20 ICN ・その他の団体 (ICM・I44 産業保健
外国の行護協会 ・国際学会 45 学校保健

その他） 46 性教育 ・性問起

21 看殺のための基礎科学 47 J;,l境衛生（含 ：哀境汚染）

22 石護のための基礎医学（解 48 呑護職者の困給問題（ 含 ：
剖学 • 生理学 • 免疫学 ・ 薬 石設婦不足，堺在石敬婦）

学等） 49 医療制度 ・医放問頗

23 臨床石殺一般 50 へき地医療と呑淡

24 対症呑護 5l 医療過誤

25 看護技術 52 婦人労働（含 ：母性保護）

26 看殴用具 ・用品 ・医療機器

27 放射線と看護
28 ICU. CCum | l978年版

を考える③朝食の欠食実態調査④看護学生の精

神衛生について⑤看護学生の便秘の実態⑥白癬

菌罹患の現状と考察，（2）一①看護職に対する意

識調査②看護科学生の献血に対する認識③実習

衣の認識度④ナースキャップの意識と改善，（3)

一①学生寮におけ る看護科学生の生活状況の一

端②学校生活に対する学生の認識度，（4）一①当

病院における看護婦及び看護学生の読書煩向②

本学学生の読書傾向についてである。

2)臨床実習 と実習評価に含まれるものが 6題

ある。①よりよい病院実習にするために②看護

場面における学生の学年による変容③バイオリ

ズム自律訓練の看護への応用を考える④臨床実

習における不安の一考察⑤実習に対する看護学

生の認識⑥学生の看護場面における分析評価が

ある。

成人看護 ・成人保健では，1）循環器疾患6題，

2)脳神経疾患，悪性腫瘍，整形外科疾患各 3題，

3)内分泌，皮阻疾患各 2題，4）心身症 1題であ

る。

2小児看護 ・小児保健は， 1）小児の疾患と看

護7題で白血病4題，悪性腫瘍 3題，2）病児の

入院 ・入院生活6題で，3）その他として母親へ

の看護が 2題であ る。

表 l 表題の分類

第1回位2l 
3 4 5 6 研究の種類

件名摂目 総数
回回 回 [El

"~ 56 57 58 59 60 症潤実文
55~ 年 年年 年年 例 fi 験献

タE と 石 護 I I I 

'.'/."屁としての行箪 4 2 I I 4 
什 渡 烹 ” 4 2 2 4 
れ翠 守 錢 I I I 

行設 i_1月I' 付院内感，~迅~ 2 I 1 
2 I I I I 2 

穀 1 4 I 5 6 2 14 
石渥教育 廷床実脊 5 3 I I 5 

コ羽 荻ば l I I 
m護の I；めの基礎医党 I I I 

区床れと F子后時のかか
2 I I 2 
2 I I 2 

対症 莉 4 2 l I 3 I 

＂ な用ピ遷具消リ，， テ術用ー前品シ•，杓術ョ医後ン税のn機れ
1 6 S I 3 5 6 

行護 7 I 2 3 I 2 5 

ヨリtハむ 護 4 4 4 
1 4 6 3 3 2 12 2 

人工茶がと m• 軍 l I 
Jl: 9J1 1il.法と石護 4 3 I 4 

心丑症 I I I 
循環器疾患 6 I 2 I 2 I 4 I I 

成人行汲 内分泌 2 2 2 
脳神経 3 2 I 3 

成人保I!! 悪性莉翔 3 2 I 3 
整形外 科 3 2 I 3 
そ の 他 2 I I 2 

小児む護 小児保鮭 17 4 9 I I 2 15 2 
mHI:行護母性保牡閃ヱ5,・8皇 10 5 3 2 6 3 I 
老人n護老人ケア老人保虹 6 3 2 I 5 I 
精神科石護 3 I I I 3 
継続 6護 訪問石護 2 I I 2 
フライマ ＇Jーケ ア I l I 
公衆衛生 m 護 I I I 
性教 f.f 性問題 I I I 
医租制度 医祖 1且1阻 I I I 
鯰 切 152匹 憚 80188 591 25迎22 5 訊 l l'3 8 
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3看護技術は， 1）清潔，検温など一般 6題，

2)環境4題，3）排泄3題，4）褥癒 ・庵法 ・消毒

法が各 1題ずつである。

4リハビリテー ション看護では，1）脳卒中の

リハ ビリテ ーション 7題，2）心疾患と言語のリ

ハビリ テーショ ンが各 2題， 3）椎間板ヘルニア

と乳房切除術後のリハ ビリテーションが各 1題

とな っている。

以上 5件名標目は， 14題 (9%）以上の表題

があるものとな っている。反対に 5題 (3%)  

以下の少ない件名標目は， 1看護管理 2専門

職と しての看護 3看護業務 4臨床看護 5 

対症看護 6手術室看護，術前・術後の看護

7食事療法と看護 8精神科看護 9継続看護

．訪問看護となっており，その他の標目が各 1

題ずつとなっている。

取り上げられていない項目には，看護労働，

看護研究，産業保健，学校保健，礫境衛生，看

護職員の需給問題，婦人労働，へき地医療と看

護，日本看護協会，ICNその他の団体などが

ある。

研究の種類をみると，症例研究75題 (49%),

調査研究63題 (4196),実験研究11題 (7%)' 

文献研究3題(3%)となっている。

種類別に件名標目をみると ，症例研究は成人

看護 ．成人保健が16題，小児看護・小児保健15

題，リハ ビリテー ション看護12題が多い。調査

研究は， 看護教育19題， 看護技術 5題，専門職

としての看護，看護業務，看護管理，臨床看護

が各4題で次が母性看護・母性保健 ・母子保健

3題となっている。

実験研究は，看護技術 6題，看護用具 ・用品

・医療機器 5題である。

文献研究は， 成人看護・成人保健，母性看護

・母性保健 ・母子保健，公衆衛生看設がおのお

の 1題である。

6回の変化をみると図 Iのようになる。第 1

回と 2回は症例研究に限定していたが，研究方

法を自由にした3回から，調査研究が約 6割か

ら8割を占める ようになっている。残りが症例

研究と実験研究で文献研究は第3回に 2題と第

5回に 1題あるだけである。

調査方法②により 1群の対象疾患を分類する

20 40 60 80 900‘'o ,r位： /,Silt<

ピ I~(152 むl 75 獅経鵬鴫鴫直亡コ li例研究

•1' 11"1 3,如| " ___  ]匿璽］ぶfiijl充

:::::::::F,膨――21,o彎//／／/／／重／織2い 」1己：こ
Ni,•12双,1, 疇多’'~響，名棧多珍萎黎参珍珍診鴫 3 1 

'!'5 19•1 25 & I 2 膨多稚堡萎参疇i~~囃珍参義疇．．.I. !1J 

'，，6,91 22山 1 6 骸／羞讐／“／'／羞i49肇／皐獅珍鴫2

図 I 研究の種類

表ll 症例研究の対象疾患分類
単位：及題数

I!! 病大分 類 総 第密1年回）|，（ 2 回 (537回年
4回
( 559匝年l ( 660 回年）56年 (58年

聡 数 75 34 28 4 I 2 6 

1 只系の疾 患 31 19 ， I 
゜゚

2 

n・ 生 物 13 2 ， 2 
゜゚ ゜皿液及び凸血器の疾 患 6 I 4 

゜゚ ゜
I 

f/1 神 閃 害 5 

゜
1 I I I I 

妊t,.分娩及び産司の合併t 5 5 

゜゜゚ ゜゚；；；fH各菜乃び結合粗誼の疾患 4 

゜
2 

゜゚
I I 

、日（ヒ系の疾 患 3 2 1 o ― o 

゜゚先 天 異 ヤ’’9’ 3 2 I 

゜゚ ゜゚悟染症及び 寄 生虫症 2 I I 

゜゚ ゜゚巴叩茶の痒！Iし I I 

゜゜゚ ゜゚1ピ尿生 苑 系の疾 患 I 

゜゚ ゜゚ ゜
I 

皮噴及び皮下粗諜の疾患 I I 

゜゜゚ ゜゜
と表Ilのようになる。

対象とした疾患で多いのは，循深系の疾患31

題（脳血管疾患17題，虚血性心疾患7題など） ，

新生物13題（白血病 ・脳腫瘍など 7題，胃の悪

性新生物 3題など）で 6題から 5題の血液及び

造血器の疾患・精神障害 ・妊娠分娩及び産褥の

合併症が続いている。

対象者の年齢構成をみると，図Iのようにな

'"位 ：よ題孜
20 •10 60 80 IOO•o 

II I 7 I 8 I 8 I ts I 10 I 13 I •I 

0-•I | 5-1ヽI I 15-24 25-34 1 35-44 | 45-51 年 1 65-74 75 
我伐伐袋栽祓伐 煤点

図1I 症例研究対象者の年齢構成

る。各年齢に渡っていて大きな偏りはないが，

65歳から74歳の老年期初めの者13題と 5歳から

14歳の学童期の者11題が僅かに多い。4歳まで

の新生児期と75歳以上の高齢者は少なくそれぞ

れ6題と 4題である。

次に対象と した患者の健康段階を 5期に分け

てみる と図IIIのよ うになる。

回復期30題，慢性期29題，手術前後10題，急

性期 5題，終末期 1題となる。慢性期と回復期

の段階にある患者をみている症例が，約 8割で

ある。急性期は，循環器の疾患，妊娠分娩及び
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図m 疾患別にみた健康の段階

産褥の合併症，先天異常，感染症及び寄生虫症，

皮腐及び皮下組織の疾患がおのおの 1題ずつで，

終末期は新生物が 1題である。

2群について(1)研究対象を人と人以外に分け

てみると表ll[のようになる。

表m 対象の分類
単位：表題数

区 分 総数
第 3回 4 回 5 回 6 回
昭和57年 58 年 59 年 60 年

表題数 77 14 24 23 16 

人以外
17 5 4 8 5 
(22形） (36 96) (17 96) (13彩） (31彩）

人
60 ， 20 20 11 
(78彩） (64彩） (83彩） (87彩） (77彩）

入院患者
13 4 5 3 1 
(22 96) (45 96) (25 96) (15彩） (9 9,る）

外来患者
5 2 1 1 1 
(8彩） (22彩） (5彩） (5彩） (9 96) 

健康人
3 

゜゜
1 2 

(5彩） (5 96) (19 9る）

医療従事者
8 

゜゜
3 

゜(5 ¢ク） (15彩）

入院患者 2 1 

゜゜
I 

医療従事者 (3 9る） (II彩） (9彩）

看護学生
27 

゜
II 11 5 

(45 96) (5596) (55彩） (45彩）

医療従事者 4 2 1 1 

゜看護学生 (7彩） (22彩） (5 96) (5彩）

冒〗 1 

゜
I 

゜゜(2彩） (5彩）

付き添い 2 

゜
I 

゜
1 

家 族 (3彩） (5 9,ぶ） (9 96) 

人が60題 (78%）で人以外が17題 (22%）で

ある。人では，看護学生匂題 (45%)，入院患

者13雙(22%)，外来患者 5題 (8%)で，そ

の他医療従事者，付き添い家族，児童生徒など

の一般人である。そして又，対象者は看護学生

や入院患者の一者だけでなく，看護学生と医療

従事者の二者あるいは三者の複数を取り扱って

しヽる。

人以外についてみると，看護用具・用品・医

療機器に関するものが11題でスリッパ，脱臭剤，

氷のう・氷枕，ナースコール，便器カバー，病

衣，膀脱洗浄液，手洗い消毒液，清拭用スポン

ジなどである。次には記録類の診療録，看護記

録，日常生活動作表，糖尿病指導表などである。

2群について2)研究場所をみると図Wのよう

20 40 

，，S 体 77起l

m3[nl 14凶

,，，4 1991 24凶

”5[991 23ui 

第 6lCl 16& 

図N

60 80 

m位 ：及駁数
100 0C’ 

3 6 

調査，実験，文献研究の研究場所

になる。病院36題 (47%)，短大34題 (44%),

で91％を占め僅かに小中学校，家庭，保健所な

どがある。第 3回から 6回の各回について，短

大と病院との比率をみると，第 3回ー 1: 2. 6 

第4回ー 1: 1. 2 第5回ー 1: 0.8 第6回

-1 : 1.2で第 3回と 5回が短大と病院の差が

大きいが他は同じである。そして，第 3回と 4

回6回に保健所・福祉施設，小中学校，家庭な

どがある。

それぞれの表題をみると，①訪問看護の実態

②児童生徒の親子観について③小中学校家庭内

の初潮教育④プライマリーケアにおける人間ド

ックなどとなっている。

研究場所と対象との関係をみると，病院で人

の場合は入院患者，外来患者，医療従事者，付

き添い家族で人以外では，診療録，看護記録，

日常生活動作表，糖尿病指導表，脱臭剤，老人
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のスリッパ，病衣，ナースコ ールなどである。

短大で人の場合は，看護学生が大半で人以外

は，氷枕 ・氷のう ，便器カバー， 清拭用 スボン

ジと手洗い消毒液などで，人以外のものについ

ては実験研究が多い。材料を病院から取りよせ

て短大で実験をしたり，墓礎実験を短大でして

病院で効果をみるという方法を取っており ，病

院と学校の両方が場所となっている。

②の方法によって， 1群の年度による，対象

疾患分類で第 1回と 2回をA群とし，第3回～

6回までを B群として分けて比較してみた。A

群は62題て，B群は13題である。数における差

はあるが，A群は学校から症例研究をすること

と決めてあり ，B群は学生が選定したという違

いがある。対象としている疾患についてみると ，

循環系の疾患は，A群では最 も多く 28題(455ilる）

でB群では 3題 (23%)で2位である。精神障

害については，A群では 1題で 6位になり ，B

群では 4題で 1位である。妊娠分娩及び産祷の

合併症，血液及び造血器の疾患は，A群では 5

題で 5位であるが，B群では 1題もない。

考察

学生の研究指導に対する教師の力量や専門性，

時間的余裕など指導者の条件やカリキュラム上

の問題は今回考慮せず，表題の分類から看護関

係のどの分野に学生の関心が高いかという視点

からみた。

学生の「看護研究発表会集録」にある 152題

は，件名槻目（見出 し語）一覧52項目のうち23

項目に渡っている。表題の分類から考えると ，

自らの健康観 ・職業観を問うなど， 看護を学び

つつある学生と しての自覚と臨床実習，看護学

の各分野への関心は高い。このことから ，現状

の教育に関する問題を身近な生活や実習の場に

見い出して，明らかにしていくことが出来てい

ると考える。

死と看護，人工透析と看護，プライマリー・

ヘルス ・ケア， 性教育，性問題，医療制度 ・医

療問題など最近の医療や看護，社会問題となっ

ている事柄にも目が向けられている。

取り上げられていない項目については，学生

の立場や専門分野の教員の存在，学校の地理的

条件などから考えて，研究テーマに選ぴ難いと

思える。

しかし， もう 一周 り大きく 看護を取り巻いて

いる社会環境や，今日の看設が築かれた歴史教

育を支えている法律や制度，世界の看護との連

携組織などについての関心がほしい。

それには看護学総論の柱となる教科目を社会

や医療看護の要求を受け入れて，教育目標を見

直し，体系的に整理することである。そして，

「看護研究」の目的と位置づけを明確にするこ

とである。

次には，症例研究が半数を占めているにもか

かわらす，臨床看護場面の看設心理や看護哲学

に関する分野そして，不断の看護実習で看設過

程展開に伴う問題と して挙げられている， 看護

計画や看護評価などが少ない。一人ひとりの患

者のニード を把握し，計画に基づいて，患者の

問題を解決 していく 看股過程は，臨床看護のど

のような場面においても適用される基本となる

ものである。臨床実習における看護場面の指導

について，効果的方法を検討し，現在義務づけ

ている臨床実習ケース レポートと併せて考えて

いかなければならない。

症例研究群について，患者の疾患，年齢，健

康段階の結果をみる と， 現在死因順位の高い循

環系や新生物であり ，社会状況を反映して増加

領向にある精神障害である。そして，成人期と

老年期にある人の慢性期や回復期にある患者を

多く対象としている。この事は，診療 ・教育 ・

研究を目的としている医科大学附属病院を実習

場に していることの効果と，成人看護実習が母

性 ・小児に比べて長いことの影態が考えられる。

急性期や手術前後そ して終末期の患者を対象

にした症例が少ないのは，集中実習体制でない

ため症例を選び難いことと，学生の立場での対

応が難 しいことが考えられる。

調査研究その他の研究群について結果をみる

と，短大では看護学生を ，病院では入院患者を

対象に している。僅かではあるが，小中学校 ・

家庭 ・保健所などで性教育や訪問看護の実態を

調査している。自分たちの教育や看護観を問う

ことや，社会で生活している人たちの健康や看
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護職への意識を問うことも出来ている。そ して

又，看護用具の工夫，病棟環境の保全にも目が

向けられている。

調査・実験などの方法によって対象が広がっ

ていることが分かる。この事から研究方法は学

生の自主選定に した方が， 看護研究の一つの目

標である「教育や生活の場そして看護を取り巻

く社会の問題に気付き，追求していく態度を養

う」という姿勢に近づくように思われる。しか

し，逆に臨床看護での症例研究が少なくなる こ

とが考えられるが，これについては，表題の分

類の結果から考察した。現在義務づけている臨

床実習ケースレボー トとの関連を考えた，効果

的な指導ができれば，少しは解決できることと

思える。

研究の対象の結果から，今後の方向について

考えるならば，医療に従事する専門職を蓑成し

ている総合短期大学である本学の特色を活かし

て，臨床検査科・放射線技術科・医療秘書科・

栄狸科に学ぶ学生を含めたもの又比較したもの

などが欲しい。それは病院においても同じで，

医療チームとして働いている中での看護職の位

置づけ，他職種との関係などについて目が向け

られることである。

結論

1) 教育（ 生活 ・実習 ・看護職への意識）と看

護学総論 ・成人小児母性看護学分野への関心

は高い。

2) 表題を学生の自主選定にし研究の種類が増

えたことで，関心の分野が広がっている。

3)症例研究では，回復期と慢性期の患者が多

く急性期 ・手術前後 ・終末期が少ない。

4) 看護学総論の教科目を体系的に整理 し看護

研究の目的と位置づけを明確にする必要があ

る。

5) 受け持ち患者ケースレボー トとの関連を考

えた， 看護研究の効果的な指導方法を検討す

る必要がある。
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